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はないだろうか。

　消費者庁と環境省が、やっと「サスティナブ

ルファッション」という言葉を使い特設サイト

を立ち上げた。このサイトは、ファッション衣

料の多くが無駄に捨てられていることによって、

地球環境に大きな負荷をかけており、人類の持

続可能性を阻害する大きな要因になっていると

呼びかけている。

　https://www.env.go.jp/policy/sustainable_

fashion/

　キーワード検索（環境省　サステナブルファッ

ション）

　実は 40 年以上前から科学者は警告していた

が、大衆のファッションに対するあこがれやフ

ァッション産業界、繊維産業界など経済界への

影響を考慮して、積極的にアピールしてこなか

ったというのが実情だった。しかし、異常気象

の加速度的な進行など、人類社会持続の危険が

明確になり始めている現在、ついに消費者庁と

環境省が「サスティナブルファッション」とい

うキーワードを前面に押し出さざるを得なくな

ってきたといえる。

　「サスティナブル」や「サスティナビリティ」

という言葉が、流行語のようになっています。

サスティナブル（sustainable）とは、「持続可能」

という意味で、「持続可能社会の実現」などと使

われている。

　その逆に考えると、今のままでは、人間社会

を持続できない。極端なようだが、人類社会が

滅亡してしまいかねないということになる。

　科学者の多くが、今世紀中の資源の枯渇を訴

えている。また、気象科学者の中には、地球温

暖化が進むことによって、異常気象は一層過激

になり、シベリヤなどの永久凍土に閉じ込めら

れていた大量のメタンガスが噴出することによ

って、二酸化炭素の 25 倍という強い温室効果が

発生し、地球上のほとんどの地域が砂漠化し人

類存亡の危機に至ると予言する人もいる。それ

ほどサスティナブルという言葉には深刻な意味

が込められている。

●ファッションは重大な環境破壊要因
　エネルギー問題は、再生可能なものへと転換

しつつあり、炭素化合物である石油由来のポリ

エステル素材も植物由来の物に変えるようにな

りつつある。しかし、ポリエステル、ナイロン、

アクリルなどのプラスチック繊維を大量に消費

しているのはファストファッションなどの繊維

産業であることがようやく取り上げられるよう

になった。

　毎年流行をつくり出し、大量に消費・廃棄さ

れているファッション衣料の問題が取り上げら

れにくかったのは、大衆文化と大量消費に依存

する産業構造にあったといえる。

　サスティナブルファッション実現に向けて、官

民一体となった取り組みがスタートしている。民

間では製品や素材の再利用、長く着られる衣服の

設計、アパレル店舗での補修などに取り組む必要

がある。消費者庁では特設サイトによって「『サ

ステナブルファッション』に向けた消費者行動

18のヒント～服を買う時から始まるサステナブ

ルファッション習慣のすすめ～」を提唱している。

●クリーニング業こそがサスティナブル産業
　このような大きな社会動向に対して、クリー

ニング業界ではアパレルや消費者向けの活動が

あまり活発に行われていないように感じられる。

　クリーニング業こそ、ファッション製品をク

リーニングし、補修修整をすることによって、

持続可能にすることで社会に貢献しているので

政府主導のサスティナブルファッションの提唱
クリーニング産業も積極的に参加すべき

一般社団法人日本テキスタイルケア協会提供

　石油石炭由来のエネルギー資源問題は、国際

会議でも多く取り上げられているが、使い捨て

を推奨するトレンドや流行という反持続を唱え

るファッションという大衆文化を否定すること

は避けられていたといえる。かつて三陽商会が

提唱した「100 年コート」のように、高度な技

術による染色や縫製による価値ある製品を作り、

これをクリーニング産業が末永く着用できるよ

うメンテナンスしケアすることが望まれている。

　大切な衣類をクリーニングして、より長く持

続して着用できるようにするのが、クリーニン

グ業だ。そのことを、積極的にお客様に伝える

ようにしたいものだ。また、高度なしみ抜きや

染色修整、リペアなどの修繕でまだ着られるも

のは、サスティナブルメニューとして、大いに

宣伝してみることが望ましい。

　消費者の意識も、サスティナブルファッショ

ンの政府による提唱を少しづつだが理解し始め

ている。

　家庭洗濯やコインランドリーでは対応できな

い良質なハイファッションを、専門の技術によ

って維持、

復元するこ

とがプロの

クリーニン

グ業に求め

られている

といえる。

▲消費者庁ホームページより

▲環境省「サスティナブルファッション」のトップページ

▲環境省「サスティナブルファッション」HP より




